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 担当課 総合政策課 

会 議 の 名 称 令和４年度第２回鴻巣市まち･ひと･しごと創生総合戦略懇話会 
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平口 嘉典  （女子栄養大学） 

森田 博子  （鴻巣市民生委員・児童委員協議会連合会） 

石山 哲也  （武蔵野銀行鴻巣支店） 

伊藤 恵   （フラワーコミュニティ放送） 

小沢 信吉  （シルバー人材センター） 

五十嵐 悦子 （鴻巣市地域包括支援センター彩香らんど） 

計１０名   

欠席者(委員)氏名 

（欠席者数) 

佐藤 百合子 （鴻巣市商工会女性部） 

久保田 泰雄 （どんぐりっこ保育園） 

小田 晋也  （三井住友海上火災保険会社） 

竹中 健司  （埼玉県ケ濃地域振興センター）   計４名 

事務局職員職氏名 

市長政策室長 藤崎 秀也  市長政策室副室長 伊藤 和代 

総合政策課長 鈴木 誠司  総合政策課副参事 富田 真久 

総合政策課主幹 千葉 昌子 

傍聴の可否 

（傍聴者数） 
可（０名） 

会

議

の

内

容 
１ 開会 

２ あいさつ 

３ 委員紹介（自己紹介） 

４ 議題 

 ⑴ 第２期鴻巣市まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

 ⑵ デジタル田園都市国家構想総合戦略に係る地方版総合戦略について 

 ⑶ 各団体の地方創生に係る事業について 

５ その他 

６ 閉会 

【次第４ 議事】 

⑴ 総合戦略の令和３年度進捗状況について説明を行い、委員から意見等をいた

だいた。 

 

○ この懇話会は、市の計画について話す場であるので、市民の代表である議員

が参加すべきではないか。 

→ 総合戦略は、議会に報告させていただいている。また、総合振興計画のす 



 

べての政策に基づいて、各事業を実施している。 

 

○ 「観光客入込客数」等令和３年度は落ち込んでいるが、変更後の目標値につ

いて、基準値に近い数値にしても良いのでなないか。市内事業所数の変更後の

目標値が低いなど、基準値と変更後目標値がそぐわない数値があるのはなぜ

か。 

 → １年前の総合振興計画後期基本計画策定に併せて改訂したもので、コロナ

禍の影響が出ている数値。令和４年度は、国の総合戦略に併せてデジタルの

要素を取り入れたものとなっている。 

○現状とかい離しており、実態に即したものにするべきではないか。 

 → おっしゃるとおり、現状の数値は目標値にならないといえる。この目標値

は、令和８年の総合振興計画の目標値の過程となるもの。観光客入込客数に

ついても、最高値と比較すると下がっているが、コロナ禍で緩やかに回復し

ていく中間点の数値となっている。目標を達成している数値は、当該数値が

一時的なものか等を見極め、必要に応じて改訂を検討する。 

 

⑵ デジタル田園都市国家構想総合戦略に係る地方版総合戦略について説明を行

 った。 

 

⑶ 各団体の地方創生に係る事業について、委員に事業の紹介をいただいた。 

 ア 武蔵野銀行鴻巣支店 石山様 

   「ぶぎん地域活性コンソーシアム」、自治体の問題解決に資する事業者紹

介（災害時の移動宿泊施設の提供、空き家対策の促進）及び地域商社「むさ

しの未来パートナーズ」設立について 

 イ 女子栄養大学 平口様 

   にぎわい交流館「にこのす」における産官学連携事業（学生におけるカフ

ェメニュー、HANA・NOSUワークショップの企画実施） 

 ウ フラワーコミュニティ放送 伊藤様 

   「使い捨てカイロをウクライナに送ろう」資料配布あり 

 エ 三井住友海上火災保険様 事務局説明 

   防災・減災体制の充実（BCP支援パッケージ等）、健康長寿のための生活習

慣の実践（認知症の人に優しい地域づくり等）、スポーツをする機会の提供

（スポーツをする機会の提供）、持続性のある生活交通の確保と利用促進

（通学路安全支援システム） 

    

○ 武蔵野銀行様の事業者紹介は、本市に対して行っているのか。取組に至らな

い理由は。予算の関係か。 

 → 鴻巣市には、昨年説明済み。すぐに決定できるものではないと思う。空家

は業者への予算が必要、レスキューホテルは、レンタル代のほか、水道設備

の整備等が必要。今後も情報提供に努める。 

 

○ フラワーコミュニティ様の事業に賛同した学校は17/28校だが、賛同しなか

った理由は。自治会参加意識の醸成のためにも、自治会を通しての実施は。 

 → 校内行事や受験と重なってしまったため。時期を変更してやらせてもらえ

ればと考えている。 
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